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　1．はしがき

　気象の観測と測器について，基本的なことは既に述べ

てある（清水，1979）が，ここには，さらに勉強を進め

ようとする人々の参考になると思われるものをまとめて

みた．この場合，前回の入門講座にある気象器械の手引

（清水，1970）をもあわせて見ていただきたい．

　昔は，気象現象も細かく観測すればするほどよく理解

されるものであるという考え方があったので，何でも観

測しておくのがよいとされていたけれども，量子論や乱

流理論の発展，さらには気象現象には大小さまざまな規

模のものが含まれているということが理解されてから，

個々の観測結果を蓄積しておくよりも，目的を定めて，

計画的組織的に観測をするようになってきた．その点を

よく理解するために，現在国際的に進められている地

球大気開発計画（Global　Atmospheric　Research　Pro－

gramme，GARPと略す）に注目するとよいと思う．

　　それらの相互作用をできるだけ詳細に記述すること

　　のできる理論モデルを作り，テストすること

（b）それら理論モデルを作りその正しさをテストする

　　のに必要な資料を得るために観測し実験すること

より成り立っている．

　GARPの全地球的な研究計画については，小倉（1966），

山本（1967），浅井（1973），新田（1973，1977）などの

解説がある．また地域的な研究計画として南西諸島海域

で行なわれた気団変質に関する特別観測計画について

は，山本他（1972）やGARP国内委員会の報告に述べ

られている．モンスーン実験計画はアジアにおける季節

風を取り扱う計画で，MONEX作業委員会（1978）が

詳しく説明している．これらはいずれも研究目的を明ら

かにし，それに必要な観測計画について述べているの

で，なにを観測すべきかについて考えるときのよい参考

になる．

　2．GARP
　GARPは，WMOとICSU（国際学術連合，Inter－
national　Council　of　Scie血ti且c　Unions）とが共同で推進

している研究計画で，対流圏や成層圏の中に起る現象の

変化の過程を研究し，

（a）　大気の大規模な変動に現われて天気の移り変わり

　　を支配する過渡的な特性（これがわかると1日から

　　数週間までの期間の天気予報の精度が向上する）と

（b）大気の大循環の統計的特性を決定する要素（これ

　　によって気候の物理的な根拠をよりよく理解するこ

　　とになる）

とを理解することを主な目的とするものである．

　そのためにこの計画は2つの部分，すなわち，

（a）計算機を用いて大気の重要な物理的変化の過程と
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　3．観測と測器一般

　GARPで取り扱っている現象をはじめ，大規模な気

象現象は多くの国々にまたがることが多いので，これら

を観測するためには各国の協力が必要である．このため

WMOでは各国の合意に基ずいて，気象測器と観測方

法の基準としてGuide　to　Meteorological　Instrument

and　Observing　Practicesを発行している．このGuide

の改訂をはじめ，気象測器と観測方法を取り扱う専門委

員会としてWMOの中に測器観測法委員会（Commis－

sion　fbr　Instruments　and　Methods　of　Obscrvation，略

号はCIMO）が設置されている．この委員会は4年に

1度各国から代表者が集って会合（session）を開き，そ

の時々の間題点について討議している．このsessionの

reportにはその時の会議で検討した事項や今後のための

勧告などが記録されているので，国際的にどのようなこ

とが問題になっているかがよくわかる．第1回のト・ソ
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トに始り，パリ，ニューデリー，東京，ベルサイユ，ヘ

ルシンキ，ハンブルグと第7回まで進んでいる．この中

で第4回の東京の時から関連のシンポジウムも開かれる

ようになり，その論文集も発行されている．これらには

その時々のすぐれた論文が多く集められていて，貴重な

論文集であり，よい参考になるものである．東京の論文

集（WMO・JMA，1965）ははじめてのもので，気象庁

で編集したものであるが，それ以後のもの（WMO，

1969；WMO，1973；WMO，1977）はいずれもWMO
で印刷発行している．

　これらとは独立に，アメリカの気象学会（AMS）でも

観測と測器に関するシンポジウムを3年毎に開いてい

る．これには米国内ばかりでなく，世界の各国からそれ

ぞれのエキスパートが集って主題を持ちよっている．第

1回は1969年に首府ワシントンで開かれ，その時の論文

集（AMS，1969）は事前によく計画された上に会のあ

と十分に時間をかけて編集したもので，観測と測器の間

題点を広くとらえていて充実している．第2回以後のも

のはシンポジウムの前刷集である．このシンポジウムと

は別に，アメリカ気象学会のBulletinの毎年の9月号

は測器の特集号として，新しい測器や観測のことについ

ての解説がのっている．

　観測と測器の一般的事項として，Gandin（1970）は，

観測網を計画するための客観的な方法を提案している．

また，Pike（1974）は，ソリッドステイト技術が観測

システムの中に利用される傾向が強まってきたことを説

明し，その状況を分析している．斎藤（1976）は，最近

の気象測定の特徴について論じ，自動化，定量化の方向

を述べ，測定の限界と経済性についても論じている．

CIMOの委員長であるTreussart（1977）は，地上気

象測器，高層観測，日射，自動気象観測所に言及し，こ

れからの気象観測についての見通しを述べている．

　気温の測定において日射の影響を防ぐことは大切なこ

とであるが，Spar1【s（1972）は，CIMOの報告者とし

て，世界各国の百葉箱の実状を調査し，測定に影響する

要素について検討している．

　風の測定においては風向風速計の動特性の重要性が増

しつつあるが，Mazzare皿a（1972）とMo㎜a他（1979）

は，これらについて調査してまとめている．

　ラジオゾンデによる気温の測定に日射の影響があるこ

とを統計的調査によってMc㎞tur鉦・Finger（1968）

は示している．これに対して鈴木・旭（1978）はゾンデ

のつりひもを長くすることで日射の影響が小さくなるこ
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とを示している．

　オメガ航法援助システムを利用した高層風観測の方法

は海上における観測手段として注目され，各方面で開発

されてきたが，Nybo（1973），Acheson（1974），浅井

他（1979）などに詳しく述べられている．

　高層観測の改良については，CIMOもこれを重要な

ことと考え，1969年にはパリで高層の測器と観測方法に

ついての大規模なシンポジウムを開き，高層観測全般に

わたる討論を行った（WMO，1969）．これとは別に，

Hawson（1970）は．高層観測における誤差を検討し，

各要素の測定に必要な性能についてまとめている．ま

た．Hooper（1975）は，ラジオゾンデの誤差の分析，

検定の安定性，日射の影響，CIMOの行った気温基準

ゾンデの国際比較の結果の検討などについて報告してい

る．

　観測部高層課（1974，1975）は，近い将来に現業用と

して使用するための新型ゾンデを組織として開発する段

階において種々検討した結果を述べている．

　4．自動気象観測通報システム

　自動気象観測の考えは，はじめは人手を省略するた

めにということであったが，次第に，人ではできない

ところの観測をするためにということにかわってきた

（Treussart，1977）といわれている．自動観測には各

国とも早くから注目していたので，今から約20年前には

CIMOで作業委員会を作って各国で開発している自動

気象観測所の実情の調査と要望仕様を作った（WMO，

1963）．1966年にはジュネーブで自動気象観測所に関す

る技術会議が開かれ，各国で開発された自動気象観測所

の発表や，センサー，変換機構，伝送方式，電源，寒冷

地での対策などについて論じられた（WMO，1967）．さ

らに，1975年には，ワシントン市で，自動気象観測シス

テムに関するシンポジウムが開かれ，一般論，設計上の

問題点，自動観測のための新しいセンサー，目視などを

自動化する方法，実際に作って使用してみた経験などに

ついて意見の交換が行われた（WMO，1975）．

　気象庁観測部（1979）がまとめた熱帯低気圧監視にお

ける自動気象観測所の役割については，熱帯低気圧を監

視するためにどのような気象要素を観測すべきかにはじ

まり，測器の選択，陸上，海上，船上の自動観測所の構

成，資料の伝送や記録方法等について詳しく述べてお

り，自動気象観測通報システムの集大成といってよいで

あろう．
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　自動気象観測所を寒冷地で運用するためには，着氷の

問題など解決すべきことが沢山あるが，Alexeiev他

（1974）．は，測器やその他の施設に氷が付着する問題を

検討し，その防止方法について述べている．

　遠方の観測資料を集めるために静止気象衛星を利用す

ることは望ましいことであるが，Kodaira他（1976）

はGMSシステムの中に組み込むための自動観測所

（DCP）について提案している．ここではシステムの概

要，気象観測センサー，電源の問題などを論じている．

　Pike他（1976）はアネロイド気圧計を用いて自動観

測のためのディジタル気圧計について述べ，その性能に

ついて検討している．

　飛行場の近くの強いウィンドシアーは飛行機の運航に

とってはぎわめてやっかいな存在で，航空事故の主な原

因であった．Hardesty他●（1977）は米国ワシントン市

郊外のダレス飛行場に設置された音波とマイクロ波を用

いた風の鉛直分布を測定する装置について述べている．

また，Bedard他（1977）は同じ飛行場に設置された気

圧の急変を測定する装置について述べている．雷雨の下

降気流に伴う寒気の急激な流出は気圧の急変とともに強

いウィンドシアーを形成するので，気圧の急変を測るこ

とによって強いウィンドシアーを測定しようとするもの

である．

　大気と海洋の相互作用を研究するために海上の資料は

不可欠のものであるが，Sethu　Raman他（1978）は，

海岸から5kmのところに係留されたブイに取りつけて

ある自動気象観測装置について述べている．この装置は

海上での環境に耐えるよう設計されており，ブイが傾い

たときの測定誤差についても論じている．

　Day他（1974）はイギリスの気象局で開発した自動

気象観測所について述べている．ここに使用されている

測器は気象局で一般に使用してきたものをできるだけそ

のまま採用するようにしていることをはじめ，保守上の

問題点についても述べている．Axford（1979）は，この

自動気象観測所が英国の観測網の中で実用になっている

状況について書いている．

　5．むすび

　以上は，気象の観測と測器および自動気象観測所につ

いて概要を紹介した．気象観測において，各要素の検出

変換，伝送について考えるとき，変換や伝送の技術につ

いては外部で進歩している計測技術を利用することがで

ぎる．しかし，たとえぽ風があるとぎの降雪をいかに捕
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捉するかというように，気象要素の検出のところに最も

多くの間題があり，しかもこの点は気象界以外のところ

で研究される可能性はきわめて少い．このような間題の

本質に多くの人々の目が向けられてゆくことを期待する

ものである．
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